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　 ３ 年前に、私はベトナムから日本に来まし

た。来日したばかりの頃は、日本語が下手で失

敗ばかりしていました。仕事の時、上司と会話

がうまくできなかったので、身振り手振りをよ

く使っていました。社員寮に初めて入った日

は、料理せずにパンを食べて、冷たいシャワー

を浴びました。日本語で書かれたガス給湯器の

使い方が読めなかったのです。だから、料理す

ることも、温かいシャワーを浴びることもでき

なかったのです。

　とにかく日本語がわからなくて困ったので疲

れた時でも毎日少なくとも １時間は勉強するよ

うにしました。勉強したことは、翌日すぐ日本

人に話しかけて使ってみました。そうするうち

に １年目に日本語能力試験Ｎ ３、 ２年目にＮ ２

に合格することができました。今は日本人の職

員さんとの関係も仕事も順調です。さらにレベ

ルアップするために、今はＮ １やビジネス日本

語を勉強しています。

　私がこうして頑張れるのは、娘がいるからで

す。私は娘をベトナムの母に預けて日本に来ま

した。娘や母のことを思う時、不思議に思うこ

とがあります。それは、日本のうちの玄関のド

アがいつも閉まっていることです。ベトナムで

も、都会のうちの玄関のドアは閉まっています

が、地方のうちでは開けっぱなしです。近所の

人と家族のように仲がよく、お互いの家を行き

来します。母も私の娘を近所の人に預けて、安

心して、買い物に行きます。だから、玄関のド

アが閉まっているのを見ると、圧迫感を感じる

し、冷たい感じがします。日本は少子高齢化や

過疎化が進んでいるし近所付合いも減っている

のかもしれません。核家族化の影響で男性も女

性も仕事で忙しく、夜遅くうちに帰ることも多

いのでしょう。若い人はうちに帰れば携帯電話

やパソコンに向かうだけで、近所の人との人間

関係には興味がないのかもしれません。日本と

ベトナムとでは文化が違いますが、私は地域の

日本の人達ともっと交流してみたいです。近所

の人に急に話しかけたら、変な外国人だと思わ

れるかもしれません。何か誤解されてしまって

も、日本語でうまく説明できるように日本語の

勉強をもっと頑張りたいと思います。

　今年は新型コロナウイルス感染症による自粛

のために、みんなとお花見ができなくてとても

残念でした。外出自粛、イベントやセミナー等

の延期や中止などの状況が何か月も続いていま

す。感染症予防のためにソーシャルディスタン

スを保つと、心の距離も遠くなる感じがしま

す。だから、インターネットやソーシャルメ

ディアなどを通じて人とのつながりや心の触れ

合いを持ち続けることが大切です。それは精神

状態を健康に保つことにもつながります。この

感染症が収まったら、会社や地域の人達とお互

いの国の文化を紹介し合う交流の機会を持ちた

いです。日本で技術や言葉を学ぶだけではな

く、日本・ベトナム両国の相互理解を促進させ

ることができる人材になれるよう、私は頑張り

たいと思います。
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